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大
阪
事
務
所
だ
よ
り
⑦

　

「
鳥
取
県
フ
ァ
ン
の
集
い
」
を
開
き
、
関
西
に
住
む
鳥
取

県
出
身
の
方
に
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

特
に
大
山
町
産
の
和
牛
が
大
好
評
で
し
た
。
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大好評だった大山町産の和牛

世
界
陸
上
終
結

　

８
月
25
日
（
土
）
か
ら
９
月
２

日
（
日
）
ま
で
大
阪
市
長
居
陸
上

競
技
場
で
「
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸
上

２
０
０
７
大
阪
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
せ
っ
か
く
大
阪
に
い

る
の
だ
か
ら
、
一
度
は
観
戦
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
残
念
な
が
ら
観

戦
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
期
間

中
は
、
普
段
通
勤
で
利
用
す
る
御
堂

筋
線
で
も
多
く
の
外
国
の
方
を
見
か

け
た
り
、
長
居
駅
で
多
く
の
列
車
待

ち
の
お
客
さ
ん
を
見
か
け
る
な
ど
、

世
界
大
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味

　

本
紙
８
月
号
で
も
紹
介
し
、
参
加

者
の
募
集
を
し
た
「
鳥
取
県
フ
ァ
ン

の
集
い
」
を
９
月
２
日
（
日
）
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
「
山
楽
の
間
」

（
大
阪
市
北
区
中
之
島
）
で
開
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
２
６
０
人
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
り
、
大
山
町
か
ら
は
山
口

町
長
、
鹿
島
議
長
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
山
町
出
身
の
方
も

多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
鳥
取
県
産
の
和
牛
、
水

タ
コ
、
モ
サ
エ
ビ
、
白
イ
カ
な
ど
、

鳥
取
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
や
地
酒
が
並
び
、
グ
ラ
ス
を

片
手
に
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
す

知
人
ら
と
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　

特
に
鳥
取
県
産
和
牛
と
し
て
、
和

牛
博
覧
会
の
県
代
表
に
選
ば
れ
た
西

田
佳
樹
さ
ん
（
羽
田
井
）
の
生
産
し

た
和
牛
を
用
意
し
て
お
り
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
全
員
で
、
鳥
取
県

出
身
の
作
曲
家
岡
野
貞
一
氏
の
名
曲

「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
鳥

取
県
の
想
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
盛
況

の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

県の特産品がずらり。お土産の販売も好評でした

和牛博覧会マスコットも登場


